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問合わせ先
　消防庁総務課
　TEL: 03-5253-7521（直通）

　各国で地球温暖化対策が進む中、日本では二酸化炭素
削減により低炭素社会づくりを進めるため、次世代自動
車（ハイブリッド自動車、電気自動車、燃料電池車、天
然ガス自動車等）の普及が進んでいる。
　次世代自動車の高電圧等に対する安全対策について
は、道路運送車両法に基づく道路運送車両の保安基準第
17条の２により、乗員の感電を防ぐことが義務付けら
れている状況であるが、一方で次世代自動車が原型をと
どめないほどの強い衝撃を受けた場合などは感電のリス
クが高まる。また、消防職員が救助活動を行う上でも、
感電防止策等に主眼を置いた安全管理体制が整備される
ことが望まれる。本検討会は、今後も普及が進む次世代
自動車による事故への迅速な対応要領について検討し、
安全に配意した標準的な活動要領を示すものである。

次世代自動車事故等に対する活動技術の高度化に
関する検討会構成員

（敬称略・五十音順）

【座長】
　小林　恭一　東京理科大学　総合研究院教授
【委員】
○学識経験者・関係省庁等
　木下　直樹　日本自動車工業会　電動車部会　電気安全分科会長
　関根　和弘　京都橘大学　健康科学部　救急救命学科教授
　髙橋　直人　公立諏訪東京理科大学　機械電気工学科非常勤講師
　高橋　昌志　日本自動車研究所　電動モビリティ研究部
　　　　　　　水素・電気安全グループ長
　山﨑　孝章　国土交通省　自動車局　安全・環境基準課長
　若原　誠一　日本自動車連盟　ロードサービス部　技術課長

○消防関係機関
　大塚　和利　横浜市消防局　警防部　警防課長
　田上　　満　長岡市消防本部　次長
　土屋　英輔　豊田市消防本部　警防救急課長
　野呂瀬亮一　東京消防庁　警防部　救助課長（令和２年10月から）
　森田　拓志　全国消防長会　事業部　事業企画課長
　山田　　寿　東京消防庁　警防部　救助課長（令和２年９月まで）
　吉田　克己　神戸市消防局　警防部　警防課　救助・特殊災害担当課長
　渡邊　　薫　仙台市消防局　警防部　警防課長

国民保護・防災部参事官

「次世代自動車事故等に対する活動技術の高度化に
関する検討会」の開催

（１）消防活動の基本原則（活動主眼・活動特性・活動原則等）
（２）�次世代自動車に関する基礎知識（車両構造・高電

圧バッテリー等）
（３）事象別活動要領（救助時・火災時・水没時等）
（４）安全管理対策（個人装備・感電防止・関係機関との連携等）
（５）負傷者の社会復帰を踏まえた救出要領
（６）�先進的・効果的な資機材の紹介（活用が期待され

る資機材等）

　第１回検討会では、検討会の趣旨やスケジュールにつ
いて事務局から説明を行った後、実態調査の結果を踏ま
えた課題の抽出や今後の進め方について検討した。第２
回検討会では、全体的な活動要領の構成案をはじめとし
た活動要領等の項目別に検討を実施し、各委員から専門
的な提言をいただいた。

・第１回　令和２年８月27日（木）：Web開催
・第２回　令和２年10月14日（水）：Web開催
・第３回　令和２年12月中旬（予定）
・第４回　令和３年１月下旬（予定）

　本検討会の検討結果は、令和２年度中に「令和２年度救
助技術の高度化等検討会報告書」として取りまとめる予定。
その後、消防庁において報告書の内容を踏まえた活動要領
を定め、都道府県を通じて各消防本部に周知する。

問合わせ先
　消防庁国民保護・防災部参事官
　乾補佐、福島係長、竹内事務官
　TEL: 03-5253-7507

１　背景・目的

４　検討会のスケジュール

２　主な検討事項

３　第１回及び第２回検討会の内容


